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フォーラム「オリエンテーリングの近未来」 
 
 
 
 
 
29 名のオリエンテーリング

関係者が御殿場に集まり約

3 時間に渡ってパネルディ

スカッションが行われた。こ

こに集まったメンバーは何

よりオリエンテーリングが

好きなメンバーであり、熱の

こもった思いが語られた。 
 
早大 OC 大会を翌日に控えた2002 年 2

月 16 日、静岡県御殿場市でフォーラ

ム「オリエンテーリングの近未来」が

開催された。 

 

 

社会とオリエンテーリング 
パネラー：里山 樹 

 (株)テックインターナショナル 

 

私がオリエンテーリングを知ったき

っかけからお話します。テックインタ

ーナショナルはスント社の林業関係

製品(精密機器)の日本代理店をして

います。スント社より配られる「スン

トニュース」という雑誌にオリエンテ

ーリングの記事を見つけたのが最初

です。そこで初めてオリエンテーリン

グがスポーツであると知りました。興

味をもった私はオリエンテーリング

について調べようとしましたが、出版

物が何もありませんでした。資料も古

いものしかありませんでした。今でこ

そインターネットを使えばオリエン

テーリングの事がいろいろと調べる

ことができますが、1995 年ごろはまだ

インターネットもそれほど使えたわ

けではなく、結局、オリエンテーリン

グの詳細を調べることはできません

でした。 

 

私の目から見て、オリエンテーリン

グという競技は、これほど豊富なコン

テンツがありながら、どうして普及し

ていないのだろうかと不思議に思い

ます。しかしそれは「オリエンテーリ

ング＝レクリエーション」の図式が国

民の脳に刷り込まれていて、その向こ

うにある競技の素晴らしい世界が見

えてこないのが原因となっているよ

うな気がします。また、競技会の雰囲

気も一種独特なものがあり、この世界

を充分に知っている人間でないとイ

ベントに入りにくいものがあります。 

実はこの問題は日本国内に限ったこ

とではなく、北欧でも同じ問題を抱え

ているようです。オリエンテーリング

は TV メディアに載せにくいことが普

及のネックになっているようです。 

 

オリエンテーリングという競技の性

格は、一度経験してみないとその仕組

みが分かりにくいところがあります。

ここが野球やサッカーなどのスタジ

アムで行われる競技とは違っており、

普及の妨げとなっている要因ともな

っています。 

またオリエンテーリングを観戦する

にあたっては、結果のリアルタイム性

に乏しいことも盛り上がりを欠く要

因となっています。タイムスタート方

式で行われると、フィニッシュしてす

ぐに結果が出ません。スポーツ観戦を

していてこの結果の透明性というか

リアルタイム性というのは観客を引

き付ける大きな要素となるはずです。 

これは参加する側としても同じこと

で、フィニッシュと同時に順位が分か

るようなリアルタイム性と結果の透

明性がオリエンテーリング参加を大

衆にアピールする上で重要ではない

かと思います。 

 

一方、オリエンテーリングは大変魅

力的なコンテンツに溢れていると思

える事例があります。例えば、クロス

アドベンチャーイベントの中で、オリ

エンテーリング種目が取り入れられ

ることが最近増えてきています。競技

の参加者に聞くと、オリエンテーリン

グがあるとイベント自体が大変面白

いと言われることが多いです。クロス

アドベンチャーの中でもオリエンテ

ーリングは人気種目なのです。今後、

この方面からオリエンテーリングを

世間に認知してもらえるような、そん

な扉を開いていくことができるので

はないかと思います。 

 

オリエンテーリングへの扉を開けば、

面白い世界が広がっています。しかし

一般のかたはなかなかその扉の向こ

うの面白さまで辿り着けないのです。

こうした人達に対してオリエンティ

ア側から参加をよびかけるメッセー

ジが欲しいと思います。 

(以上里山) 

 

 
村越氏（左）と里山氏（右） 

 

オリエンテーリングの普及

について 
パネラー： 村越 真 

（JOA 普及教育委員会） 

 

2002年度、学校教育が大きく変化し

ようとしています。学習指導要領の改

訂が行われ、「生きる力」がクローズ

アップされます。これを養うための自

然体験・社会体験を学校教育の中でも

っと増やそうとしています。 

その中心となる舞台が地域総合型ス

ポーツクラブと呼ばれるものです。計

画によると中学校区、つまり人口 1 万

人にひとつこうした地域総合型スポ

ーツクラブを設立し、このクラブを通

じてこうした自然体験・社会体験教育

を実践しようとしています。 

 

なぜここにきて地域総合型スポーツ

クラブが推進されるのでしょうか？ 

今まで学校教育の現場、例えば中学校

でクラブといえば課外クラブが活動

の中心となっていました。教育の現場

はあくまでも学校の中で閉じていた

のです。 

2002 年度から学校においても週休 2

日制に移行します。教員は週5日の平

日中で学校教育を行わなくてはなら

ず、非常に多忙となります。そんな中、

教師がこうした社会体験の指導まで

できなくなってきます。今まで学校教

育に囲い込まれたクラブ活動を地域

に任すことによってこの問題を解決

しようとしているわけです。 

 

これともうひとつ、学校活動でオリ
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エンテーリングを行う障害になって

いるのは徹底した生徒の管理を求め

られている事です。このため教師は事

故に対して非常に敏感になっており、

少しでも事故の可能性があるものは

排除されてしまいます。 

 

次に私が小学校の教育現場でオリエ

ンテーリングを指導した時の経験か

らお話します。 

まず、オリエンテーリングはどこで

でもできるということがあまり理解

されていません。遠くの森へ行かなく

ても、オリエンテーリングは大体の学

校の近くでできるはずです。 

そして子供たちに競技を行わせる時

は勝ち負けのはっきりしたゲーム性

も必要でしょう。このあたりに関して

は色々なノウハウがあると思います

が、現在のところ統一されたパッケー

ジがなく、こうした学校オリエンテー

リングのパッケージが必要なのでは

ないかと思っています。 

（以上村越） 

 

 

オリエンテーリングと社会 
パネラー：高橋 厚(多摩 OL) 

 
 

オリエンテーリングは言うまでも無

く、人の土地・人の生活圏を使用して

初めて成立するスポーツです。日本体

育協会に 55 の団体が加盟しています

が、この中で、人の土地を利用するス

ポーツはオリエンテーリングだけで

す。オリエンテーリングの他にあえて

該当するスポーツと言えば山岳スポ

ーツくらいでしょうか。 

 

オリエンテーリングが社会への貢献

できることというと、まずはトレイル

O。これにより身体障害者にもオリエ

ンテーリングに親しんでいく道筋が

できました。これによって障害者の方

に屋外の楽しさを与えることができ

るのではないかと思います。 

また、オリエンテーリングを行うこ

とによって培われたナビゲーション

技術は社会生活面に応用できるので

はないかとも思います。 

 

一方オリエンテーリングが社会に与

えるデメリットとしては、環境面への

影響と他人の生活圏への立ち入りが

あります。 

実際にオリエンテーリング競技の運

営を行っていると、自然環境の配慮と

いうのは大きな負担ではありません。

それよりも人様への生活圏・地域社会

への立ち入りについてどう折り合い

をつけるかが一番大変な問題なので

す。競技者が不審者扱いされることが

最悪でして、これの対応を粗末にする

と後に大きな問題となります。 

私たちはオリエンティアの立場でし

か地域を見ていないのではないかと

思います。地域社会にはそれなりのル

ールがあるのですから、そこに入って

競技を行うためには、競技者ひとりひ

とりの教育しかないのではないかと

思います。 

 

2001 年に多摩 JC 大会で競技者が地

元にゴミを捨ててゆき、大きな問題と

なりました。これ以降、地図販売の時

にこうした問題を発生させないよう

に誓約書を出すことを義務つけまし

た。また2002 年の JC大会では参加者

一人一人から申し込み時に誓約書を

書かせ、こうしたマナー遵守を強く呼

びかけるようにしました。他の競技会

でもこうした活動を広げていって、競

技参加者のマナー意識向上を呼びか

けていって欲しいと思います。 

（以上高橋） 

 

 

ここまでの議題に関する 

ディスカッション 
【里山】 

オリエンテーリングの魅力の発信に

ついてですが、形の上からもオリエン

テーリングを魅力的に見せる工夫も

必要だと思います。例えばファッショ

ン。スポーツする上でファッション性

は重要です。単純に自分も真似したく

なるようなウェアにしてみたらどう

かと思います。 

【木村】 

私はこうしたオリエンテーリングマ

ガジンやwebサイトをやっていますが、

一枚の写真で競技を語らせることが

重要だと思っています。野球やサッカ

ーは一枚の写真で何のスポーツをし

ているのか判ります。このように写真

に語らせることができるように、オリ

エンテーリングもウェアを工夫する

ことが重要だと思います。 

【里山】 

オリエンテーリングの結果の透明

性・リアルタイム性についてですが、

タイムスタート方式のポイントオリ

エンテーリングはフィニッシュした

瞬間に自分の順位が分からない。あれ

では大衆性が無いと思います。やはり

マススタートでフィニッシュと同時

にほぼ順位が確定するスコアオリエ

ンテーリングのほうが大衆性はある

のかなと思っています。 

【木村】 

大衆性ということでしたら、ビンゴO

をお勧めしたいと思います。マススタ

ートで、順位はフィニッシュ順となる

ので、結果の透明性があります。特に

初心者イベントではイチオシだと思

います。 

 

【村越】 

スクール O の実践方法なのですが、

まず第一段階として、学校内部だけを

使用した同時スタートのフリーポイ

ントオリエンテーリングを行いまし

た。こうしてまずは体験コースを回さ

せてみると次の段階への移行が早い

です。今回はこの第一段階でパンチの

かわりにシールを使用しましたが、こ

れも子供にはとてもウケていました。 

このようなステップを踏んだ上で第

二段階の学校周辺のオリエンテーリ

ングを行うと、より競技への理解度も

高まりました。 

【参加者】 

このように初心者指導に力を注げる

といいですね。一般の競技会では上級

者と初心者を一緒におこなうと運営

に無理が生じているという側面もあ

ります。 

【鈴木】 

確かに多種多様の人が参加する大会

の運営は大変でしょう。しかし大勢の

人が参加している大会というのは、交

流を生みます。直接言葉を交わさない

にしても、トリムと個人クラスはフィ

ニッシュを同じにして、トリム参加者

に個人クラス参加者の走る姿を見せ

ることも重要だと思います。 

【村越】 

普及を促進されるには、書籍と一体

となったオリエンテーリングパッケ

ージが必要なのかなと思います。その

パッケージを購入すれば、スクール O

用のシールなんかも付いてくるとい

いですよね。 
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【鈴木】 

普及に関して、もう二点意見があり

ます。現在の日本社会一般では国土地

理院の地図を使用しています。この国

土地理院の地図の記号を覚えてもら

うにも教育が必要です。しかし、O-map

はまたさらに違った基準で地図記号

が記載されています。これでは初心者

にとって覚えることが多すぎます。こ

れが普及阻害の一面となっていると

ころがあるのではないでしょうか。 

また一般大会におけるクラス分けで

「トリム」という言葉は判りづらいで

す。「グループクラス」とでも名前を

変えるべきでしょう。初めての人はま

ず、その名前を見て内容が理解できま

せん。こんなところも普及阻害の要因

となっているのでしょう。 

 

【清水】 

実際に町内会、公民館行事としてオ

リエンテーリングを行うことがあり

ます。しかしこれがどれだけ次に参加

してくれるのか判りません。こうした

活動がどれだけ実を結んでいるのや

ら。 

【宮川】 

現在の日本で新規のオリエンテーリ

ング愛好家を最も多く輩出している

のが、大学クラブです。しかし、こう

した大学クラブに入ってくる人は、あ

る日突然、オリエンテーリングを始め

るわけではありません。小学生の時の

オリエンテーリング体験が大学の入

部につながってることが多いです。や

はりとにかく一度経験していただく

ことが必要なのです。 

現在地域で実践されている普及活動

は多くの方のオリエンテーリング体

験となり、伏流水のようにある日突然

効果が現れるものだと思っています。 

（以上ディスカッション） 

 

 

 

近未来の中で 2 0 0 5 年の 

世界選手権の位置づけ 
パネラー：新帯 亮 

（WOC2005 準備委員会） 

 

オリエンテーリングも普通のスポー

ツになって欲しいです。そのためには

オリエンテーリングも、もっと外向け

の努力をしましょう。 

他のスポーツはもっと多段階の階層

構造があります。国際大会に出場する

一番上の層、日常的に草競技会に出場

する層、競技会にはあまり参加しない

で休日のみフリーで楽しむ層。ところ

がオリエンテーリングは上層と下層

がありません。 

 

 
オリエンテーリングの上層と下層を

同時に充実させたいと思っています。

世界選手権を日本に誘致することに

より、上層を強化し、同時に下層も強

化したいと思います。しかしそのため

の PR として、現在の日本においてオ

リエンテーリングというコンテンツ

だけではハッキリ言って力不足です。

このために愛知万博の力を借りたい

と考えています。 

 

オリエンテーリングの愛知万博への

売り込みは、飛び込み営業から始まり

ました。万博協会に売り込む時のキー

ワードは、生きる力、ナビゲーション

能力。これは愛知万博のテーマ「自然

との共生」に通じるところがあります。 

 

この愛知万博は大手広告代理店「電

通」が深く関わっています。その電通

を 2001 年の愛知インカレ会場に招待

して、オリエンテーリングの視察をし

ていただくところまで行きました。 

そこで言われたことは、先ほどのデ

ィスカッションも話題になったユニ

ホームについてです。マスメディアに

訴える時はユニホームが重要です。同

じチームでは必ず統一するなどして

欲しいと思います。またマスメディア

に訴えるには会場のデコレーション

も重要です。 

 

世界選手権の効果 

・日本アジア地区におけるオリエン

テーリング地位の向上。（オリン

ピックを目指す） 

・国内の競技力の向上 

・国内での認知度のアップ（マスメ

ディア） 

・営業ノウハウの蓄積 

 

まずはビジョンがあって、組織は後

からついてくるものだと信じていま

す。現在の日本において、こうした営

業はオリエンティア自身がやるしか

ないのです。 

 

 

日本の選手強化の現状 
パネラー： 藤井範久（SQUAD） 

 
スコードはオリエンテーリング選手

強化を支援する任意団体です。現在、

日本オリエンテーリング協会に選手

強化の為の組織はありません。 

 

2005年に愛知で開催される世界選手

権で日本が 6位入賞できれば、日本国

内でのオリエンテーリングの知名度

向上に役立つだろうと考えています。 

先日、日本オリエンテーリング協会

の会長が小野清子氏に交代しました。

そのパーティの席で新会長は 2005 年

の世界選手権で日本選手は是非メダ

ルを取ってくださいと激励されまし

た。やはりメダルが取れそうにないと

マスメディアは食いついてこないで

しょう。 

 

実際の話としては、2001 年の世界選

手権の結果は、個人戦 50 位前後、リ

レーは 20 位前後となっており、メダ

ル、あるいは6 位というのはとても高

い目標です。 

 

そこで当面は個人20位あたりが目標

です。個人で 20 位が狙えればリレー

で 6位を狙えます。この6 位あたりの

成績ならマスコミも食いついてくる

かも知れません。この目標について正

月にキックオフ合宿を行なった時、選

手たちも納得してくれました。アマチ

ュアで狙えるのはこのあたりが限界

かも知れません。これ以上の成績はセ

ミプロ化しないと難しいでしょう。 

 

スコードは今まで20年活動を続けて

いきました。20 年たった成果は今のと
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おりです。今までのスコードの活動を

そのまま継続しても、世界選手権の入

賞という目標は達成できないでしょ

う。そのために新しい方策を探ってい

るところです。 

例えば、エリートオリエンティアの

最大酸素摂取量などを測定して他の

スポーツ選手との比較を行なうこと

も始めました。 

 

いずれにしても選手強化にはお金が

かかります。そのためにはスポンサー

からの資金援助が欲しいところです。

しかし任意団体ではスポンサー支援

を取り付けることが難しいのが現状

です。できれば日本オリエンテーリン

グ協会の組織として活動したいと思

っています。 

 

【参加者】 

スコードでは今まで世界選手権に対

して選手を強化するなどの活動をし

ているが、そうした活動にはどのくら

いの費用がかかっているのですか？ 

【藤井】 

選手強化にはお金がかかります。 

世界選手権にただ日本選手団が参加

するだけでも300万円台はかかってい

ます。また人数を増やした大規模な合

宿を行うと、その費用は 100 万円かか

ります。 

 

 

日本オリエンテーリング協会

の現状 
パネラー： 鈴木司（JOA 専務理事） 

 
日本オリエンテーリング協会は、

2002 年 2月現在、東京の三田に事務所

を構えています。この事務所は 2001

年 5 月に会長職を去った大野氏が 10

年間提供してくださったものです。 

2002 年 3 月までは現在の三田事務所

の家賃は森永乳業がバックアップし

てくださるということですが、その後

は日本オリエンテーリング協会自身

が考えなくてはなりません。 

東京三田の事務所の家賃は¥30 万/月

ほどとなっており、これを維持するだ

けの財力が残念ながら現在の日本オ

リエンテーリング協会にはありませ

ん。そこで事務局をもっと家賃の安い

場所に移転せざるを得ない状況とな

っています。現在、東京以外の場所も

踏まえて検討中です。 

 

オリエンティアの公認大会離れにつ

いては色々意見があることですが、オ

リエンテーリングだけがイベントの

参加者を減らしているわけではあり

ません。ウォーキングなんかも軒並み

参加人数が少ないようです。もちろん

参加料が高いということとオリエン

ティア自体が減少傾向にあることも

その一因として考えれられると思い

ます。 

 

そもそもオリエンテーリングは昭和

48 年の普及活動で日本国内で発展し

てきました。この頃、オリエンテーリ

ングは国民体力つくり運動の一環で

行われていて、国から地方自治体にヒ

モ付き補助金が配られたいたのです。

この補助金がオリエンテーリングの

普及に大いに役立ちました。この補助

金を使って自治体はオリエンテーリ

ング指導員を育成したのです。 

オリエンテーリングの普及活動は任

意で活動しても良いのですが、このよ

うに行政をうまく利用すると、普及活

動が非常に早いと思います。 

（おわり） 

 

J O A (日本オリエンテーリング協会)問題に関するセミナー（意見交換会）  
 ～北信越オリエンテーリングクラブ連絡協議会 結成 10 周年記念イベント～ 

 

趣旨 

近年、学生を中心として JOA 主催大

会等への参加者数が減少傾向にある

中で、主催大会等の置かれている現状

及び問題点やJOAの事業計画等につい

て把握するとともに、オリエンティア

に期待されるJOAの在り方や改善に向

けた建設的な意見交換、さらには、そ

の実現に向けた取り組みを行うこと

により、OL の普及発展を図る。 

 

日時：平成 14 年 4月 6 日（土）15:00- 

（金沢大学大会の前日） 

場所：「セミナーハウスあいりす」 

石川県加賀市 

JR 加賀温泉駅から徒歩 30 分 

 

主催:北信越オリエンテーリングク

ラブ連絡協議会 

後援:オリエンテーリングマガジン 

参加者:北信越 OL 連協関係者以外に

も、JOA 問題に関心のある方を広く全

国から募集する。 

 

内容 

15:00 集合、受付 

15:30-17:30 

第 1 部（JOA 主催大会等について） 

・福井県 OL 協会から東日本大会の運

営について、まず事例発表をしても

らい意見交換を行う。 

19:30-21:30 

第 2 部（JOA 改革について） 

・JOA 関係者から、JOA の現状及び 14

年度事業計画等について、まず説明

してもらい、意見交換を行う。 

 

《本セミナーの特徴》 

① セミナーはJOA 主催大会やJOA の

事業、予算にテーマを絞り込んで、で

きるだけ深く意見交換を行うととも

に、北信越ＯＬ連協らしく地方の立場

にも視点を置いたものとする。 

②セミナーで発表された意見、提言

をその場限りで埋没させることなく、

実効性のあるものとするために、北信

越 OL 連協事務局で取りまとめ、セミ

ナー参加者を通じて各県協会に持ち

帰って議論していただき、各県協会か

らJOAの事業計画等に反映されるよう

働きかけを行ってもらうこととして

いる。 

 

参加費 

 1泊2食  ¥6,200円（当日受付で） 

30 名分宿泊予約済み 

申し込み方法 

はがき又は電子メールで、「住所、氏

名、所属、電話番号、e-mail アドレス、

宿泊の有無、交通手段を下記申込先ま

でご連絡ください。 

申込・問合先 〒939-2705  富山県婦

負郡婦中町宮ケ島 141-5 山 口 敏 夫 

（北信越ＯＬ連協事務局） 

TEL 076-466-3288 

fwix1311@mb.infoweb.ne.jp 

申込期限    平成14年3月12日（火）

（消印/発信 有効） 

別の視点から日本のオリエン

テーリングを斬る！ そんなセ

ミナーが行われます。参加者を

募集しています。 


